














吉 田 輝 人
仙 iskPr(ひ げ結 晶 )は 特異 な形状 か らその 成長機 構 に興味が 持 たれ て いる｡ 今
回 ･異種基 盤上 に広が った溶 液 層中 で 溶媒 の 蒸発 に よ っ.て析 出 ･成長 す る単純 立
方格子 の結 晶 につ いて ､その形状が 等 方 的 な ものか ら Whisker状へ と変 化す る 成
長初期 の過程'につ い て シ ミュ レー シ ョンを行 った｡
結 晶 は †100i面 で囲 まれ た直方体 で ､ その一 面が 基 盤 に接 してお り､ らせ ん 転
位な どの転 位 は 存在 しな い もの とした ｡成 長 は二次元 核 生成 に よるもの と し､ さ
らに結 晶面 にお ける拡 散 も考慮 に入 れ た ｡溶媒 の蒸 発 の成長 へ の影･馨 について は､
結 晶 界 面近 傍の 過 飽 和 度 につ いて ､溶 癌 層表 面 での 溶媒 の蒸 発 (溶液 の 浪縮 )に よ
って生 じた過 剰 溶貫 粒 子が 溶 液 中を ラ ンダム ウ ォー クに よ り結 晶面へ 到達 す る と
い う形 で評価 した｡結 晶 との親和性 か ら､溶液 層 は結 晶 の成 長 と共 に盛 り上が る｡
溶媒 の 蒸発 率 は溶液 層表面 の 曲率 に依 存 してお り､結 晶 上部 の溶液 層表 面で さ ら
に蒸 発が進 み ､結 晶が 成長 す る｡これ らの 仮定 の も とに ､結 晶 の成 長 の異方性 に
つ いて調べ た ｡
液中拡散速 度 と蒸 発速度 の 関係 か らー二 次元 核生 成 が 単 一核生成 で あ って成 長
速度 の 臭な る場 合 お よび 多核 生成 の場 合の それぞ れ につ い て シミュ レー シ ョ ン
を行 っ た｡その 結果 ､単一核 生 成で成 長 速度が 速 い場 合 には ､結晶 の頂 面の成 長
の方が 優勢 とな り結 晶が 角性 状 に変 化 し仙 iskerと しての成 長 を開始 し得 る との
結論が 得 られ た ｡ この場合 ､Whiskerの太 さは溶液層 の 厚み で決 まる ｡初期 の結
晶が 立 方体 で な く平 板状で あ った と して も充分 Whiskerと して成長 し得 る軸 比 が
得 られ-,た｡これ に対 し､蒸 発 が非常 に適 い場 合 ､あ る いは逆 に蒸発が 非常 に速 い
場合 には ､いず れ も成 長の 異方性 は減 少 す る｡ と くに ､蒸発が 非常 に速 く多核 生
し
成 と考 え られ る場針 二は ､成 長はほぼ等 方的 にな った ｡ これ らの結 果 は実験 の示
唆 す る とこ ろに一致 す る｡
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